
観観産第 359号

平成23年11月1日

社団法人全国旅行業協会会長様

2014年サッカ-.ワールドカップ，アジア第三次予選「毘本対北朝鮮」戦への観戦等を目

的とした北朝鮮へのj醐加こついて

ゴ鴎月鮮・平壌にて開催される2014年サッカー・ワールドカップ酋アジア第三次予選「日

本対北朝鮮」戦への観戦等を目的とした渡航については、政府の方針に基づき、下記のとおり

取り扱うよう、貴協会の傘下会員各社に対し、周知徹底を図られたい。

ロUz---闘

1.2014年サッカー・ワールドカップ首アジア第三次予選「日本対北朝鮮」戦への観戦等

を巨的とした渡航については、官房長官から発表された政府の方針(別添1)のとおり対応

すること。

2.当該方針において、「苦iき続き北朝鮮への渡航自粛をお願いする」こととされている者につ

いては、平成18年7月5日付lす国総観事第4号(別添2)のとおり取り扱うこと。

3 上記通達の記2.における「旅行者」への説明については、外務省の危険↑静Eを記載した

書面を交付するとともに、「北朝鮮を仕向地として10万円梧当額を超える現金等を携帯して

持ち出す方へ(見IJ添3)J及び「平成23年 11月に北朝鮮で行われるサッカ-w杯予選開催
に当たって(別添4)Jの書扇を交付し、 j度航!こi際しての留意事項の周知翻意を図ること。
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別添１ 

平成２３年１１月１日 

観光庁観光産業課  

 

2014年サッカー・ワールドカップ・アジア第三次予選「日本対北朝鮮」戦への参加、取材、

観戦を目的とした北朝鮮への渡航について 

（平成23年11月1日 官房長官会見概要） 

 

●来る１１月１５日、北朝鮮・平壌にて開催される２０１４年サッカー・ワールドカップ・

アジア第三次予選「日本対北朝鮮」戦への参加、取材、観戦を目的とした邦人の北朝鮮へ

の渡航について、政府の方針を述べる。 

●政府は対北朝鮮措置の一つとして，我が国から北朝鮮への渡航を自粛するよう要請してお

り、この措置に変更はない。 

●他方、政府としては，今回の日本対北朝鮮の試合が、ＦＩＦＡ規約の下に行われるワール

ドカップ予選であり、日朝双方のサッカー協会間で、ワールドカップ予選運営の慣行に従

って調整が行われたこと等を勘案し、以下については今回のワールドカップ予選のために

限り、特例的に北朝鮮への渡航の自粛を要請しないこととする。 

①選手・コーチ・役員・スタッフ等の日本サッカー協会関係者から構成される日本代表

チーム 

②日本サッカー協会が行う募集・選考・集約・渡航斡旋に従って北朝鮮に渡航し，取材

を行うＪＦＡが認定した日本代表チーム帯同プレス 

③ＪＦＡ斡旋によるいわゆるオフィシャル・ツアーに参加し，団体行動の下で渡航・観

戦するサポーター 

●以上に述べた以外は、引き続き北朝鮮への渡航自粛をお願いする。 

●また、渡航自粛以外の、物品の輸出入禁止措置、現金等の持ち出し規制等の対北朝鮮措置

については、何ら特例的な取り扱いはなく、日本代表チーム、同帯同プレス、ＪＦＡオフ

ィシャル・ツアー参加者等を含め、北朝鮮に渡航する全ての邦人には、制裁措置に伴う各

種の制約、出入国時の特別な手続を遵守願いたい。 

●日本は北朝鮮を国家として承認しておらず，外交・領事関係も設定されていないことから，

多数の制約が存在することを十分自覚して行動するようお願いする。 
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国総観事第4号

平成 18年7月5 日

盟由!韻語!
国土交通省総合政策局観光事業課品削融;

花角英語器事欝i
盤霊型装j

北朝鮮に対する旅行の取扱いについて

平成 18年7月5日未明より複数回にわたり、北朝鮮から、弾道ミサイル又

は何らかの飛翻休が発射されました。北朝鮮による今回の弾道ミサイル又は飛

朔休の発射は、我が国の安全保障や国際社会の平和と安定、さらには大量破壊

兵器の不拡散という観点から重大な問題であり船舶・航空機の航行の安全に関

する国際法上の問題であること等極めて憂慮すべき事態です。また、現下の情

勢にかんがみ、北朝鮮に渡航する国民の生命等に対し危険が及ぶ可能性も否定

できません。

このような状況を総合的に勘案しで、外務省では、北朝鮮!こ対する渡航情報

(危険情報〉を「渡航を自粛してください。Jに引き上げたところであり、今

後、当分の問、北朝鮮に対する旅行については下記のとおり取り扱うよう、貴

協会の傘下会員各社に対し、周知徹底を図られたい。

言己

. 1 .北朝鮮を百的地とする企画旅行については、企画・実施しないこと。

2.北朝鮮を目的地とする手配旅行については、旅行者に対し外務省の危険情

報を記載した書面を交付し、その趣旨及び内容を説明し、旅行を取りやめる

よう勧めること。
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北朝鮮を仕向地として１０万円相当額を

超える現金等を携帯して持ち出す方へ 
― 支払手段等の携帯輸出・輸入申告書の記入例 － 

この輸出入申告書を提出した場合には、「支払手段等の携帯輸出入届出書」の提出は不要です。 

平成２２年７月６日から、北朝鮮を仕向地として１０万円相当額を超える現金・小

切手等を携帯して持出す場合には、税関に「支払手段等の携帯輸出・輸入申告書」

の提出が必要です。なお、様式につきましては、全国の空港や港にある税関に備え

付けています。 

『支払手段等の携帯輸出・輸入申告書』は、

２枚複写式になっています。ボールペン等で

１枚目に必要事項を記入の上、税関に提出し

てください。（１枚目：税関用、２枚目：申告者用） 

輸出の実行の日 

出国の際に利用する航空機（又は船舶）

の出港予定日が申告書の税関での提出の日

と同じの日となる場合には「申告の日」欄

に、提出の日の翌日となる場合には「申告

の日の翌日」欄にチェックを記入してくだ

さい。 

仕向地の名称 

 申告者が搭乗（乗船）する航空機（船舶）

の名称及び降機（下船）する地名を記入して

ください。 

申告対象 

 次のものの合計額が１０万円相当額を超 

える場合 

・ 現金（本邦通貨、外国通貨） 

・ 小切手 

・ トラベラーズ・チェック、旅行小切

手 

・ 約束手形 

・ 有価証券（株券、国債等） 

税 関※申告漏れ、偽りの申告などの不正な行為がありますと、処罰さ

れることがありますので注意してください。 

※ご不明な点がございましたら税関職員へお尋ねください。 
http://www.customs.go.jp/ 



gaimu 

持ち出す荷物の例 

帰国する際に 
持ち込む荷物の例 

・売却や譲渡用のもの（お土産、 
 高級食材、クリスタルガラス製の 
 コップ等） など 

持ち出せない主な荷物の例 

・持ち出した荷物 
 
・使用中のもの 
 （既に開封しているもの） 

帰国する際に、 
持ち込めない主な荷物の例 

・北朝鮮で購入したお土産 

・北朝鮮産の物品 

（北朝鮮以外の場所（中国の空港売店など） 

 で購入した場合でも持ち込めません） 

 

※北朝鮮へ持ち出したものを 
現地で売却や譲渡した場合、 
外為法により、罰せられる 
可能性があります。 

※未開封や贈答用の包装がされている
ものは、現地で売却・譲渡される疑い
があるため、持ち出せない可能性があ
ります。 

数量制限がある例 

持ち出す例 

 ・旅行用品（衣類、かばん類、薬、 
 ドライヤー等）、防寒用品（携帯 
   カイロ等）、飲食物 など      

（自分で使う以上に大量には持ち出せません） 

・電子機器（パソコンやカメラ） 
 …使用品で各種２点まで 
・アルコール…７６０ml程度の 
       ものを１本まで 
・タバコ…６０本まで 
・化粧品…現在使用しているもの 
 ＋未使用のもの各種１点まで 

※北朝鮮への持ち込みについては、 
別途、北朝鮮当局の判断により制限を 
受ける可能性があります。 



北朝鮮への 
荷物の持ち出しや 

北朝鮮からの 
荷物の持ち込みは 
原則禁止です。 

土産品の 
持ち出し、持ち込みは 

できません。 
 
 
 

（我が国は現在北朝鮮に対して、 
外国為替及び外国貿易法（外為法） 

に基づき、輸出入禁止措置 
を実施しています。） 

平成２３年11月に北朝鮮で行われる 

サッカーＷ杯予選開催に当たって 

経済産業省 貿易経済協力局 貿易管理部  

Tel：03-3501-1511(代) 貿易管理課 

対北朝鮮規制関連情報（ホームページ）  

http://www.meti.go.jp/policy/external_

economy/trade_control/boekikanri/kita

chosen.htm   

その他ご丌明な点については、お問い合わせください  

北朝鮮への措置の経緯 

（平日：９：００～１８：１５） 

我が国は現在北朝鮮に 
対して輸出入禁止等の 
措置を行っております。 
 
皆様の御理解を 
お願いします。 
 
 
 

平成１８年１０月～ 
北朝鮮からのすべての貨物の輸入の 
禁止 
 
平成１８年１１月～ 
国連安保理決議第1718号に基づき北
朝鮮へのぜいたく品（タバコ、アル
コール飲料、化粧品、貴金属、特定の
電子機器等）の輸出の禁止 
 
平成２１年６月～ 
北朝鮮へのすべての貨物の輸出の禁止 

・税関において、荷物の持ち出し及び
持ち込みが認められない場合、荷物を
任意放棄していただく場合があります。 
 
・１０万円相当額を超える現金等を北
朝鮮へ持ち出す際に、前もって税関に
申告を行う必要があります。 

また、以下の点にご注意ください  
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